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私
は
幼
少
期
か
ら
20
歳
頃
ま
で
は
こ
の
藤
沢

湘
南
台
病
院
周
辺
が
生
活
エ
リ
ア
で
し
た
。

夜
間
体
調
を
崩
し
発
熱
し
た
際
に
受
診
し
た

事
、
手
術
を
受
け
る
た
め
に
入
院
し
た
事
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
今
で
も
家
族
の
健
康
を
守
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
長
後
中
学
校
卒
業
後
、
衛
生
短
期
大
学
附
属

二
俣
川
高
等
学
校
、
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
附

属
高
等
看
護
専
門
学
校
へ
と
進
み
、
横
浜
市
立

大
学
医
学
部
病
院
（
現
横
浜
市
立
大
学
附
属
市

民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）
に
就
職
し
ま
し
た
。

そ
の
後
神
奈
川
県
に
異
動
し
、
神
奈
川
県
立

足
柄
上
病
院
、
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、

神
奈
川
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
で
働
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
で
、
組
織
の
求
め
に

応
じ
、
与
え
ら
れ
た
場
所
で
現
状
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
常
に
進
化
・
深
化
・
真
価
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
ご
縁
が
あ
り
ま
し
て

看
護
部
長
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
開
院
か
ら
90
周
年
を
迎
え
た
藤
沢
湘
南
台
病

院
は
、
急
性
期
病
棟
2
1
0
床
、
I
C
U
8
床
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
30
床
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
19

床
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
33
床
、

療
養
病
棟
30
床
か
ら
な
る
3
3
0
床
の
急
性
期

と
慢
性
期
医
療
の
あ
る
病
院
で
す
。
併
設
施

設
と
し
て
介
護
老
人
保
健
施
設
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

健
康
増
進
施
設
ラ
イ
フ
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
長
後
駅
前
に
は

ラ
イ
フ
メ
デ
ィ
カ
ル
健
診
プ
ラ
ザ
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
は
諸
外
国
に
例
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で

高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
厚
生

労
働
省
は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

2
0
2
5
年
を
め
ど
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
地
域
の
包
括
的
な

支
援
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
構
築
す
る
よ
う

求
め
て
い
ま
す
。
藤
沢
湘
南
台
病
院
は
地
域
に

密
着
し
急
性
期
か
ら
在
宅
ま
で
の
継
続
し
た

医
療
・
介
護
・
予
防
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
皆
様
に
と
っ
て
益
々
必
要
と
さ
れ
る
病
院
で

あ
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
看
護
部
は
「
心
温
か
い
看
護
」
を
合
言
葉
に
、

患
者
様
、
利
用
者
様
の
健
康
状
態
に
応
じ
た
質

の
高
い
継
続
看
護
・
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

地
域
社
会
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、「
生
命
・
生
活
・
尊
厳
」（
３
S
）
を

守
り
支
え
る
看
護
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
確
か

な
知
識
と
技
術
に
こ
こ
ろ
を
込
め
て
、
地
域
の

方
々
の
信
頼
や
期
待
に
応
え
、
患
者
様
に
寄
り

添
い
、
安
全
で
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
看
護
が

途
切
れ
な
い
よ
う
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
ケ
ア
と
は
「
い
つ
も
患
者
様
の
立
場
に
立
ち
、

患
者
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
患
者
様
と
共
に

考
え
、
患
者
様
が
何
を
し
て
ほ
し
い
か
よ
く

理
解
し
、
知
識
を
基
礎
に
持
ち
、
具
体
的
な
看
護

の
技
術
、
心
豊
か
な
言
葉
と
態
度
を
持
っ
て

行
う
こ
と
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
看
護

管
理
者
と
し
て
、
患
者
様
、
利
用
者
様
、
職
員

の
立
場
に
立
ち
、
声
に
耳
を
傾
け
、
共
に
考
え
、

何
を
し
て
ほ
し
い
か
理
解
し
、
あ
る
時
は
困
っ

た
時
の
拠
り
所
に
、
あ
る
時
に
は
道
標
に
な
り

な
が
ら
共
に
進
化
・
深
化
・
真
価
を
目
指
し
て

い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

看
護
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
曽
我
孝
子
と
申
し
ま
す
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ワ
ク
チ
ン
接
種
を
迷
わ
れ
て
い
る
方
や
不

安
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
方
は
、
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

か
否
か
は
個
人
の
自
由
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の

効
果
、
副
反
応
と
そ
の
対
処
法
に
つ
い
て
、

正
し
い
知
識
を
持
ち
、
納
得
し
た
う
え
で

判
断
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
国
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
は
、

主
に
m
R
N
A
ワ
ク
チ
ン
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。
投
与
後
速
や
か
に
代
謝
さ
れ
D
N
A

に
変
換
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
子
孫
の

遺
伝
や
自
身
の
遺
伝
子
に
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
不
妊
を
否
定
す
る
論
文
も

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

目
的
は
、
感
染
防
止
で
は
な
く
、
重
症
化
の

防
止
や
感
染
時
の
免
疫
暴
走
の
予
防
で
す
。

関
東
地
方
に
お
け
る
累
積
死
亡
者
数
と
累
積

死
亡
率
の
結
果
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ

る
重
症
化
の
防
止
効
果
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
主
た
る
副
反
応
は
、
注
射
部

位
の
痛
み
や
腫
れ
、
発
赤
、
リ
ン
パ
節
の
腫

脹
等
で
す
。
ま
た
、
発
熱
や
倦
怠
感
、
頭
痛
、

悪
寒
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
等
の
全
身
症
状
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
、

数
日
以
内
に
軽
快
し
、
市
販
薬
（
ア
セ
ト

ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
や
イ
ブ
プ
ロ
フ
ェ
ン
）
で

も
対
処
可
能
で
す
。
重
篤
な
副
反
応
の
発
生

頻
度
は
稀
で
す
。
死
亡
事
例
に
つ
い
て
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
の
因
果
関
係
が
統
計
学
的

に
認
め
ら
れ
た
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
接
種
方
法
は
、
集
団
接
種
と
個
別
接
種
に

大
別
さ
れ
ま
す
。
集
団
接
種
で
は
、
自
治
体

が
市
民
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
な
ど
の
公
共
施

設
の
ほ
か
、
民
間
の
商
業
施
設
に
接
種
会
場

を
設
け
て
い
ま
す
。
集
団
接
種
は
と
て
も
効

率
的
で
す
が
、
会
場
の
感
染
防
止
対
策
や
接

種
に
関
わ
る
医
療
従
事
者
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
個
別
接
種
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
の
よ
う
に
、
身
近
な
診
療
所
や

病
院
で
接
種
し
ま
す
。「
か
か
り
つ
け
医
」

で
は
、
持
病
を
考
慮
し
た
相
談
が
可
能
で

あ
り
、
よ
り
安
心
し
て
接
種
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

　
藤
沢
湘
南
台
病
院
で
は
、
藤
沢
市
と
連
携

し
て
集
団
接
種
の
運
営
に
参
画
す
る
と
と
も

に
、
医
師
や
薬
剤
師
、
看
護
師
を
接
種
会
場

に
派
遣
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
並
行
し
て
個

別
接
種
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　　
■ 
2
0
2
1
年
5
月
〜

　
　 

初
回
接
種
﹇
1
・
2
回
目
﹈

　
■ 

2
0
2
2
年
2
月
〜

　
　 

追
加
接
種
﹇
3
回
目
﹈

　
■ 

2
0
2
2
年
6
月
〜

　
　 

追
加
接
種
﹇
4
回
目
﹈

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法

ワクチン集団接種会場
（JAさがみ本店にて撮影）

ワクチン接種による 健康被害救済制度
　予防接種の副反応による健康被害は極めて稀ですが、完全に排除することはできません。

　健康被害救済制度とは、接種に係る過失の有無に関わらず、予防接種と健康被害との因果関係が認定

された方を迅速に救済する公的制度です。

　新型コロナウイルスワクチンも、予防接種法に基づく救済制度の対象です。ワクチン接種によって健康被

害が生じ、医療機関での治療が必要となったり障害が残った場合、その健康被害が接種を受けたことによ

るものであると厚生労働大臣が認定したときは、市町村により医療費・障害年金等の給付が受けられます。
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部長 遠藤 篤　鈴木 茉桜
藤沢湘南台病院 薬剤部

新型コロナウイルスの治療薬について

血
中
濃
度
が
上
昇
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、

ニ
ル
マ
ト
レ
ル
ビ
ル
を
1
錠
に
減
量
し
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
写
真
（
▼
図
1
）
の
よ
う
に
、

ニ
ル
マ
ト
レ
ル
ビ
ル
を
1
錠
分
、
取
り
出
し
て

お
渡
し
し
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
キ
ロ
ビ
ッ
ド
に
は
、
一
緒
に
服
用

し
て
は
い
け
な
い
お
薬
や
食
べ
物
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
降
圧
剤
の
レ
ザ
ル
タ
ス

配
合
錠
や
、
睡
眠
薬
の
ハ
ル
シ
オ
ン
錠
、
血
栓

予
防
薬
の
イ
グ
ザ
レ
ル
ト
錠
、
抗
て
ん
か
ん
薬

の
デ
グ
レ
ト
ー
ル
錠
、
セ
イ
ヨ
ウ
オ
ト
ギ
リ

ソ
ウ
（
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
ワ
ー
ト
）
含
有

食
品
な
ど
、
30
種
類
ほ
ど
で
す
。
お
薬
手
帳

を
見
せ
る
な
ど
、
処
方
さ
れ
る
時
は
自
分
の

常
用
薬
を
医
師
・
薬
剤
師
に
必
ず
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

　

ニ
ル
マ
ト
レ
ル
ビ
ル
と
リ
ト
ナ
ビ
ル
と
い
う

2
種
類
の
成
分
の
錠
剤
を
組
み
合
わ
せ
て
服

用
す
る
お
薬
で
す
。
ニ
ル
マ
ト
レ
ル
ビ
ル
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
複
製
に
必
要
な
酵
素
を

阻
害
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を

抑
え
る
お
薬
で
す
。

　

一
方
、
リ
ト
ナ
ビ
ル
は
、
ニ
ル
マ
ト
レ
ル
ビ

ル
の
作
用
を
高
め
る
お
薬
で
す
。
パ
キ
ロ
ビ
ッ

ド
に
過
敏
症
が
あ
る
方
に
は
投
与
で
き
ま
せ

ん
。
成
人
お
よ
び
12
歳
以
上
か
つ
体
重
40
㎏
以

上
の
小
児
で
は
、
ニ
ル
マ
ト
レ
ル
ビ
ル
1
回

2
錠
、
リ
ト
ナ
ビ
ル
1
回
1
錠
を
同
時
に
1

日
2
回
、
5
日
間
経
口
投
与
し
ま
す
。

　

腎
機
能
障
害
が
あ
る
患
者
さ
ん
の
場
合
、

ま
せ
ん
。

　
ラ
ゲ
ブ
リ
オ
は
特
殊
な
容
器
に
充
填
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
容
器
の
キ
ャ
ッ
プ
は
単
に
ひ
ね
る
だ

け
で
は
開
き
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ッ
プ
を
少
し
下
向
き

に
押
し
な
が
ら
ひ
ね
る
と
キ
ャ
ッ
プ
が
開
き
ま

す
。
藤
沢
湘
南
台
病
院
で
は
ラ
ゲ
ブ
リ
オ
を
処
方

す
る
場
合
、
開
け
方
の
説
明
書
も
お
渡
し
し
て
い

ま
す（
▼
図
3
）。
ぜ
ひ
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ラ
ゲ
ブ
リ
オ
と
パ
キ
ロ
ビ
ッ
ド
の
特
徴
を
紹

介
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
お
薬
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
入
院
す
る
確

率
を
下
げ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
重
大
な
副
作
用
が
起
こ
る
確
率
も
低

い
で
す
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
軽
症
の

場
合
の
治
療
薬
で
あ
り
、
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
感
染
予
防

を
徹
底
す
る
こ
と
、
必
要
な
時
に
必
要

な
治
療
を
う
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
治
療
薬
の
正

し
い
情
報
を
得
た
く
て
も
、
何
を
信
じ

れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
方
も
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
困
っ
た
と
き
は
薬
の
専
門
家
で
あ
る

薬
剤
師
を
頼
っ
て
く
だ
さ
い
。
根
拠
に

基
づ
い
た
情
報
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
不
安
を
一
緒
に
解
消
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ウ
イ
ル
ス
R
N
A

に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
防
ぎ
ま
す
。
妊
婦
ま
た
は

妊
娠
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
女
性
、
ラ
ゲ
ブ

リ
オ
の
成
分
に
対
し
て
過
敏
症
の
既
往
歴
が

あ
る
患
者
さ
ん
は
服
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

18
歳
以
上
は
1
回
4
カ
プ
セ
ル
を
1
日
2

回
、
5
日
間
経
口
投
与
し
ま
す
。
実
際
に
服
用

す
る
と
な
る
と
少
し
大
変
そ
う
で
す
ね
。
カ
プ

セ
ル
の
大
き
さ
は
、長
径
21 

・ 

7
㎜
、短
径
7 

・ 

6
4
㎜
で
す
（
▼
図
2
）。
飲
み
込
む
力
が
弱
い

患
者
さ
ん
に
は
抵
抗
が
あ
る
お
薬

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

患
者
さ
ん
は
、
服
薬
補
助
ゼ
リ
ー

を
活
用
す
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
服

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
注
射

薬
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
治
療

薬
と
違
い
、
自
宅
で
服
用
で
き
、

入
院
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

前
述
し
た
パ
キ
ロ
ビ
ッ
ド
の
よ
う

な
、
飲
み
合
わ
せ
の
問
題
は
あ
り

ラ
ゲ
ブ
リ
オ

パ
キ
ロ
ビ
ッ
ド

　
藤
沢
湘
南
台
病
院
で
は
、
発
熱
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
医
師
は
必
要
に
応
じ
て
、

治
療
薬
を
処
方
し
ま
す
。
今
回
は
、
主
に
外
来
で
処
方
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

治
療
薬
の
う
ち
、
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
ラ
パ
キ
ロ
ビ
ッ
ド
パ
ッ
ク
（
以
下
、
パ
キ
ロ
ビ
ッ
ド
）、

ゲ
ブ
リ
オ
カ
プ
セ
ル
（
以
下
、
ラ
ゲ
ブ
リ
オ
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

図1　ニルマトレルビルの減量　

ここのニルマトレルビルを抜く（抜いた錠剤は破棄）

押
し
な
が
ら
回す

キ
ャ
ッ
プ
を
押
す

容
器
側
面
に
開
け
方
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す

キ
ャ
ッ
プ
を
開
け
る

頑
丈
な
フ
ィ
ル
ム
で

覆
わ
れ
て
い
ま
す

図２  ラゲブリオカプセル
 （原寸大）
■ カプセルの長径×短径：
 21.7mm×7.64mm
ラゲブリオ ® カプセル 200mg
製剤写真 ： MSD Connect より

監修：藤沢湘南台病院 薬剤部
 （神奈川県病院薬剤師会 GTA 委員会）

図３　ラゲブリオ容器の安全キャップ（チャイルド・ロック式）の開け方
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